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・地産 商や 流人口の 大など地域経 の や、今後 生が される 地

の に えた、 全で な生活環境の を行ううえで、 の 進は 要不可

です。その中でも、「 国 自 」の は、 で取り組まなけれ ならな

い 基 です。 

・本町の 要 である国 321 の 見中心地においては、未 間があり、自 、

行者の 全に支 をきたしています。また、町内県 ３ の中で、未 が れて

いる２ も 期 成を ることが 要です。 

・町 についても、法 の や の 化した が く、特に については

から 40年 経 しており、今後、 的に 持 理を行い、可能な り

を 減することが 要不可 となっています。 

・高齢化の進行による 者の 加など、今 定される地域住民の の

策として、まちづくりと一体となった持続可能な地域 を するため、平成

30 年 に実施した「地域 基礎調査業 」の などを まえ、令和 年

に「大月町地域 成計画」を策定しました。 

・計画の基本理 である「 心で 全な らしを支え、まちの活力を生む生活基 として、

みんなで い続ける持続可能な を します」の実現に向けて、 体的な施策を

実施します。 
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・ 国 自 の 期 成に向け、県への きかけなどの取り組みを 進します。 

・国 321 県 ２ の 期 成に向け、国 県への きかけなどの取り組み

を 進します。 

・町 の 策 な 持 理、 の 化 計画に めます。 

・地域住民の 心な生活を支える 性の高い の実現に めます。 

・ 的で地域に合った持続可能な 体 の に取り組みます。 

 

                        

 ࡳ⤌ࡾྲྀ

㸦せ⟇㸧 
 ෆᐜࡢࡳ⤌ࡾྲྀ

国 自 の 進 
・ 国 自 高 県 設 進期成 に 極的に 加

し、 期 成に向けた取り組みを 進します。 

国 321 県 ２ の

進 

・ 理者である国 や県と連携を 化し、国

321 県 ２ の 期 成に向けた取り組みを

進します。 

町 の 策

な 持 理、 の 化

計画 

・国の 業 を活 した の解消に めると

ともに、 な 持 理を行い、 施設の 化に め

ます。 

・ については「大月町 長 化 計画」に基づ

き、合理的かつ 的に を行い、 減を りな

がら、 全性 に めます。 

の  
・ 要に じた 的で 的な の 成に向け、

しやすい や 行 の を ります。 

の 進 
・ の 性向 に向け、関連施設の や周 環

境 を進めます。 
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・国は、人口減少に めをかけるとともに、東京圏への一極集中を することを目的に

地方創生の取り組みを進めています。本町でも、少子高齢化や若者の への流 を

い めるべく、平成 25年 より 住 を し、本 的に 住 業 に取り組ん

でいます。 

・取り組み から 年 、 住 150 後、 住者 20 で推 してきま

したが、 の 大を け、地方への 住 はさらに高まって

います。 

・ の による き方の 化や、 地域 住など き方の 化に伴う生活

や住む に する の 化により、より地方へ目が向けられている状況の中、本

町への しい人の流れを生み すため、各 での い の が 要です。 

・本町を 住 として希望する方へ 内できる き などの が不足している状 が続

いており、 住施策をより 的に進めるためには、 き の 実など住む の

が 要です。 

・住まいを める住民や 住者 の に し、民間を めた 住 の が不足し

ていることから、町では、 住 の 設、中間 理住 の 、 き の で、住

に しています。 

・この 10年間では、 住 として 地 見地 に各 世 が できる施設

を し、中間 理住 においては、平成 29年 に３ 、令和２年 に２ の を行

っています。また、 き の については、 住者への を目 に き 調査と

者への を行い、 を しながら、 時 し しを行っています。 

・住 では、 設 と将来に たる 持 理 に の 政 が伴い、現状において

も町 政を する要 の１つとなっており、 政状況を まえた 計画に見 して

いく 要があります。 

・中間 理住 においては、 、 期間が 大 13年間のため、 的な住まいの

とはなら 、 え 規の住 を していかなけれ ならない状況です。また、

を けた住 は に不向き が しい、規模が大きい なものが く、 につ

ながる に しい実 となっています。 

・ き に関しては、全域調査後の の がなされておら 、 集体 や の

活 など見 していく 要があります。 

・ 人が住 を 設する 合、 地の が ではないため、町 へ を える世 が

く見 けられます。 

・ 理が不 で長期間 されていない施設が あり、その中には、 のおそれがあ

る もあることから、 などの な が 要となっています。 
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・本町に 住してもらい、 心して住み続けてもらうための取り組みを進めます。 

・ ってきたくなる町、 ってみようと う町となるための取り組みを進めます。 

・地域の 点の 、 たな人 の に取り組みます。 

 

                        

 ࡳ⤌ࡾྲྀ

㸦せ⟇㸧 
 ෆᐜࡢࡳ⤌ࡾྲྀ

住施策の推進 

・ 住 口のさらなる機能 実を るとともに、 住

希望者の の高い「 」、「住む 」、「地域での

」などを一体的に り こす取り組みを進めます。 

関係人口創 業の推進 

・将来的な 住へもつながる取り組みとして、本町にゆか

りや関心のある方と継続的につながる 組み、関係人口

の に めます。 

たな人 の推進 

・地域おこし協力 の活 など、地域が める人 の

に取り組むため、地方での き方や生活の 力につ

いて 的かつ 的な を行い、地域の現状に

する人 の に めます。 

住 の 策 

・ き を 活 した中間 理住 の を推進します。 

・町 住 の計画的な長 化を ります。 

・ 地 成を し、住み続けられるまちづくりを推進し

ます。 

定住化の推進 

・住民の住 設 地の を支援する「 き地 」の

取り組みを推進します。 

・定住化を るため住 設を支援する を創設

します。 

の  
・住民の 全 心な住環境を るため、 のおそれがあ

る施設については、取り しを行います。 

業  
・ の を るなど、 業 に向けた

取り組みを推進します。 
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取り組みを推進します。 
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・ ICT の 的な進 により、 などの の

やそれに伴う SNS 者の 速な 加により、様 な で ICT の 、 様化が進ん

でいます。 

・本町では、 速に進 する 化 に するため、町内に した に

よる を する か、各世 に設 した IP 、IP

を活 し、行政、 の や地域 として しています。 

・今後は、少子高齢化による い 不足に する 、 、 、 、産業振興など

の様 な において、 の ・活 の 進を め、 を

活 した行政 の を行うことが 要です。 

・地理的要 を解消する を活 し、 などの による

たな 創 、地域経 の活性化に向けた取り組みが 要です。 

・ から 10年 りが経 した の 持 について、次世代

への も めた が 要となります。 

 

                          

・住民が 心して らせるまちを目指し、様 な において ICT を活 した行政

の向 を ります。 

・ を活 した たな 創 、地域経 の活性化に取り組みます。 

・高 化に するための 基 の 持 に めます。 

 

                        

 ࡳ⤌ࡾྲྀ

㸦せ⟇㸧 
 ෆᐜࡢࡳ⤌ࡾྲྀ

基 の 持  ・次代を見据えた 基 の 持 に めます。 

ICT を活 した行政

の推進 

・ を活 した行政 の を推進しま

す。 

を活 した

地域活性化 
・ を活 した たな 創 に取り組みます。 
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・少子高齢化に めがかからない現状において、地域 での支え合いや自然

に する えなど、自 ・ の取り組みが められている 、高齢化による い

不足や 活 への 加 の など くの課題を えています。 

・各集 の は、これまでの や集 活 に加え、要支援者の や への取り組み

などが加 り、年 重く 様化しています。住民からの要望に し、行政 によっ

てすべて するには がある中、各集 位で住民自らが 体的に取り組み、可能な

り集 ごとに解決できる 組みづくりが 要です。 

・ い 支援や住民の の など、集 位では解決できない課題に しては、地

域間での連携した取り組み、地域と地域をつなぐ人 の 成が 要です。 

 

                          

・集 活 の 持、継続に向けた支援の 実や、各種団体との連携を 進し、地域協

のまちづくりを進める体 に めます。 

・住み れた地域で 心して住み続けることができるよう、地域を支える い の 成、

住民力の向 に向けた取り組みを進めます。 

・集 活 や 施設 の活 など、「地域」と「人」がつながる 流の を

し、 の活性化を ります。 
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